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効なく7年後LT)MRlでヰ)同様の所見が得と､一木た.千
術によi‖司部位に microprolこIetinomilを認め,摘出,後

PRLは正常化 した.本例の特異な画像所見の機序は,

LIXlrこIVaSこltion した contrastmediuIll(J])W(lSh out

が腰癌において正常下垂体より遅延 していたためをこ高官

尊域として措出されたものと思われた.Dynamicstudy

(･17)ム在L-_'ず,通常ll)contmstsludyを引き続き施hL.す~

ることがず診断率向上のためをこ必要と思われた.

ll)海綿静巧桁同-浸潤 したプロ=)･J/チン産牛微

小下垂体腺腫

一一一診断及び手術適応i･こつし､て-

::一､ ■､-■･ ∴̀ .･･一 ‥ . ･

静脈洞内に浸潤 した症例を経験 した〔･'､)で報告する.症例

は28才女性.19才より教理華燭となり慧7才で無月経 とな

ら.近医で高 Ip)RL血症を指摘され当村に紹介され る.

PRL 値は 一L4()()ngmlLl:_高値であー-､たが.C′1∴ h･,1Rl

Lり画像診断では 卜′しこ1鞍内左側;こ直往約 5m111人LJ)

micI･OこIdenomこ1州JTr且であ･-､た.lti】j便 卜(･上海細静脈洞

内-の腫渇の浸潤L川jかで左か一･､た.維蝶1r･t,lF†洞T.･術に

て鞍内の陣場は摘出したが海綿静脈洞内-浸潤してい:::'

腫脇は廓清が肘難であ一､た.術後,lil)IJ怖く･土lL常化せ

rrIbromoct-iptint1投射こて生Pl!.L7)発栗を}+てし､る. -

舵に.prolaetinomaの場合膝噛cT)人きさと I)ti1...値は

相関する.従一､て,腫癌(pTl人きさに比 L I)lくL〔'〕値が

高い場合は.浸潤他に発育 した prolIleti110mこlを考慮

すべきと思われる.MieI･OPrOlactinomこlI:-言,-Li-:も海

綿静脈洞内に捜潤性をこ発育する事もある寮を念頭に置き

手術適応を慎重に決めるべきと思われた.

121順腔鏡下副腎摘出術

郷 秀人･武E~重工】 正之
西山 勉 ･筒井 寿基
水滞 降樹 (新潟入学泌尿器科1

51歳男性,1991年10J.-]31uiこ突然の右 トト肢LT)筋力

当院第 ･内科･iこ転院.右副腎に径 1.9cm LTl瞳覇を指

摘され 原発性ー~,'JL卜̀1ナrlン症LITl診 断 を 受 け , 同年12

)116Ⅰ._い1挿1･初診.r司診断にて 1991)隼 l J~j とう t7にtL錐卜入

醍.同隼lf117什晦腔鏡 卜に1滴J腎摘出術を施行した.

離 し.体外に摘出した.手術時間は =̀時間20分で.出血

も少塵であった.合併症はなく,鮪後経過も良好で,カ

I)rL,ム･-''′しド1十ロン値LLlr)Tlf二常化を待骨.'.第15病日に

退院となった.これまで腹腔鏡下副腎摘出術の報告はな

く.本症仲Jがttl:界て1倒し十ごある.

13) 褐 色細胞腫の MR1
--CT,131トh･rllBG手術所見とC7)比較-
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(新潟大学泌尿器科)

小日野向lJlL 同 放射線科)

15t姉･'〕褐色細胞腫患者に対 して術前に MIくⅠを施行
し.Ll′1∴ 川1--MlliC,. 手術所虻等､L二比較した.ll:.7Li1;EL剖

腎は Ti強調像,T2漁網像で肝よりも低倍轡強度に播

出された.褐色細胞液は T且強調健では肝よりも低信

号強度に,pT2強調像で肝より屯轟倍号強度をこ掃出され

た.この所見は 相まま-MⅠ弧 の薬療の程度とは無関係で

Lil,;).城中-･JJ:;-二--,LーJ'ミン耕碑鼠とは1)例を除いて無

関係であr立 ∴ 尿 中 ノ ,L-･'ド し+りンが正常吊1日町こ＼

T3強調像で肝日'澗77;.度1'日､ーiこ描出されLた. MItlrr2
強調像は濃度分解能におし､てLvlー上りも博打ていたが.
多発例 ･悪性例の全身のスダリ…エソダという点では

M王BG シソチグラフイ-が優れていた.
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